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１１
月
１５
日
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
富
山
に
お
い
て
、
富
山
県
赤

十
字
有
功
会
４０
周
年
記
念
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
対
策
を
講
じ
る
中
で
の
開
催
と

な
っ
た
当
大
会
は
、
令
和
２
年
１１
月
の

就
任
後
初
め
て
の
県

支
部
関
連
行
事
へ
の

出
席
と
な
っ
た
新
田

八
朗
日
本
赤
十
字
社

富
山
県
支
部
長
（
富

山
県
知
事
）
と
、
令

和
４
年
７
月
に
就
任

の
清
家
篤
日
本
赤
十

字
社
長
を
迎
え
、
控

え
め
で
あ
り
な
が
ら

も
華
や
か
な
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

当
有
功
会
の
特
徴

の
ひ
と
つ
と
し
て
、

会
員
の
う
ち
の
約
２

割
が
赤
十
字
奉
仕
団

員
を
兼
ね
て
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
記
念

大
会
だ
け
で
な
く
通
常
総
会
で
も
奉
仕

団
仲
間
で
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
出
席

さ
れ
て
い
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
に
な
り
通
常
総
会
も
集
合
型
で
開

催
出
来
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
し

た
が
、
お
し
ゃ
れ
を
し
、
少
し
早
め
に

到
着
し
て
ラ
ン
チ
や
ア
フ
タ
ー
ヌ
ー
ン

テ
ィ
ー
、
記
念
撮
影
や
お
喋
り
を
楽
し

ま
れ
て
い
る
様
子
を
当
大
会
で
久
々
に

お
見
掛
け
し
、
み
な
さ
ん
元
気
で
お
過

ご
し
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
と
て
も

嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
奉
仕
の
心
で
、

身
体
だ
け
で
な
く
会
費
の
ご
協
力
も
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

富
山
県
赤
十
字
有
功
会
（
梅
田
ひ
ろ

美
会
長
）
は
、
昭
和
５７
年
に
品
川
忠
三

郎
初
代
会
長
を
中
心
に
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
当
有
功
会
の
よ
う
な
会
は
、
す
べ

て
の
都
道
府
県
支
部
に
支
援
団
体
と
し

て
結
成
さ
れ
て
お
り
、
有
功
章
を
受
章

さ
れ
た
個
人
、
団
体
、
法
人
で
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
（
会
費

制
）。
当
有
功
会
の
事
業
と
し
て
、
親

睦
旅
行
の
開
催
や
富
山
赤
十
字
病
院
で

の
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
制
度
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
関
心
の
あ
る
有
功
章
受
章
者

の
方
は
、
県
支
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。（
県
支
部
）

富
山
県
赤
十
字
奉
仕
団

６
つ
の
統
一
活
動

全　国 地域赤十字奉仕団　 ２，１０７団　 １，０９７，４２３人
青年赤十字奉仕団　　 １４９団　　　 ５，３８７人
特殊赤十字奉仕団　　 ６３０団　　　２９，３２４人
　　　 計　　　　　２，８８６団　 １，１３２，１３４人

赤十字奉仕団結成状況 （令和 ４年 ３月３１日現在）

富山県 地域赤十字奉仕団　　　５３団　　　 ３，１８４人
青年赤十字奉仕団　　　 １団　　　　　１６人
特殊赤十字奉仕団　　　 ７団　　　　 １４０人
　　　 計　　　　　　 ６１団　　　 ３，３４０人

①
在
宅
ひ
と
り
く
ら
し
高
齢
者
訪
問

②
社
資
募
集
、
赤
十
字
運
動
月
間

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
協
力

③
災
害
時
に
お
け
る
救
援
活
動

④
献
血
推
進
活
動

⑤
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い

⑥
赤
十
字
講
習
の
受
講

　

こ
の
他
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
活
動
を
各
団
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

新田八朗日本赤十字社富山県支部長

清家篤日本赤十字社長



（2）赤十字奉仕団とやま令和 ５年 ３月１５日 第３８号

令
和
５
年
度
富
山
県
赤
十
字
奉
仕
団
事
業
計
画

４　

月　

赤
十
字
奉
仕
団
富
山
県
支
部
委
員
会
（
富
山
市
）

５　

月　

赤
十
字
運
動
月
間

　
　
　
　

全
国
赤
十
字
大
会
（
東
京
都
）

　
　
　
　

在
宅
ひ
と
り
く
ら
し
高
齢
者
訪
問
（
県
内
各
地
）

　
　
　
　

赤
十
字
奉
仕
団
中
央
委
員
会
（
本
社
）

６　

月　

支
部
施
設
合
同
災
害
救
護
訓
練
（
富
山
市
）

　
　
　
　

第
３
Ｂ
青
年
赤
十
字
奉
仕
団
代
表
者
及
び
担
当
者
会
議
（
福
井
県
）

　
　
　
　

赤
十
字
奉
仕
団
富
山
県
支
部
委
員
会
常
任
委
員
会
・
研
修
部
会

�

（
県
支
部
）

７　

月　

愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
月
間

　
　
　
　

赤
十
字
奉
仕
団
研
修
会
（
富
山
市
、
高
岡
市
）

　
　
　
　

赤
十
字
奉
仕
団
支
部
担
当
者
研
修
会
（
本
社
・W
E
B

）

８　

月　

赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
東
京
都
）

９　

月　

A
C
TIO
N
!

防
災
・
減
災

　
　
　
　

第
３
Ｂ
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
並
び
に
担
当
者
会
議
（
岐
阜
県
）

　
　
　
　

赤
十
字
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
（
本
社
）

１０　

月　

赤
十
字
奉
仕
団
研
修
旅
行
（
国
内
）

　
　
　
　

赤
十
字
奉
仕
団
富
山
県
支
部
委
員
会
常
任
委
員
会
（
県
支
部
）

　
　
　
　

赤
十
字
奉
仕
団
研
修
部
会
役
員
会
（
県
支
部
）

１１　

月　

赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
会
議
（
富
山
市
）

１２　

月　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い

　
　
　
　

赤
十
字
奉
仕
団
と
や
ま
編
集
委
員
会
（
県
支
部
）

２　

月　

赤
十
字
奉
仕
団
支
部
指
導
講
師
研
修
会
（
本
社
）

３　

月　

A
C
TIO
N
!

防
災
・
減
災

　
　
　
　

赤
十
字
奉
仕
団
富
山
県
支
部
委
員
会
常
任
委
員
会
（
県
支
部
）

　
　
　
　

赤
十
字
奉
仕
団
と
や
ま
編
集
委
員
会
（
県
支
部
）

　
　
　
　

赤
十
字
奉
仕
団
と
や
ま
（
第
３９
号
）
発
行

＊
第
３
Ｂ
（
第
３
ブ
ロ
ッ
ク
：
富
山
・
石
川
・
福
井
・
岐
阜
・
長
野
・
愛
知
・

静
岡
・
三
重　

８
県
で
構
成
）

日
本
赤
十
字
社
が
行
う

日
本
赤
十
字
社
が
行
う

３３
つ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

つ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

当
県
の
赤
十
字
奉
仕
団
に
は
、
６
つ

の
統
一
活
動
と
し
て
『
赤
十
字
運
動
月

間
』
で
は
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
広

報
紙
配
布
を
通
じ
た
赤
十
字
思
想
の
普

及
活
動
を
、『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ

い
』
で
は
街
頭
募
金
の
呼
び
か
け
な
ど

を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、『A

CT
IO
N
!

防
災
・
減
災
』

は
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
始
ま

っ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、
こ
れ
ま
で
、

「
私
た
ち
は
、
忘
れ
な
い
。」
と
書
か
れ

た
ピ
ン
バ
ッ
ジ
の
配
布
や
、
防
災
に
関

す
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
マ
ン
ガ
を
製

作
し
普
及
し
て
き
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
と
し
て
は
ま
だ
新
し
い
も
の
で
す

が
、
こ
の
期
間
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
防

災
・
減
災
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。（
県
支
部
）

⃝

赤
十
字
運
動
月
間

　

５
月
１
日
～
３１
日

⃝
A
C
TIO
N
!

防
災
・
減
災

　

９
月
１
日
～
３０
日

　

３
月
１
日
～
３１
日

⃝

Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い

　

１２
月
１
日
～
２５
日

赤
十
字
奉
仕
団

赤
十
字
奉
仕
団

富
山
県
支
部
委
員
会

富
山
県
支
部
委
員
会

役
員
候
補
者

役
員
候
補
者

　

令
和
５
年
３
月
１
日
開
催
の
常
任
委

員
会
で
、
支
部
委
員
会
の
役
員
候
補
者

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
任
期
２
年
）

委 

員 

長　

岡
﨑　

智
子（
富
山
地
区
）

�

（
八
尾
町
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
）

副
委
員
長　

石
須　

大
雄（
高
岡
地
区
）

�

（
伏
木
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
）

　 

〃 

　　

石
原　

雅
雄（
新
川
地
区
）

�

（
滑
川
市
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
）

　

 

〃 　
　

中
西　

順
子（
砺
波
地
区
）

�

（
小
矢
部
市
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
）

　

 

〃 　
　

山
口　

康
司（
特　
　

殊
）

�（
富
山
県
無
線
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
）

常
任
委
員　

中
村
ひ
と
み（
富
山
地
区
）

�

（
白
菊
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
）

　

 

〃 　
　

森
越
美
智
子（
高
岡
地
区
）

　
　
（
十
二
町
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
）

　

 

〃 　
　

清
水　

晴
乃（
新
川
地
区
）

　
　
（
宇
奈
月
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
）

　

 

〃 　
　

大
宅　

京
子（
砺
波
地
区
）

�（
南
砺
市
城
端
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
）

　

令
和
５
年
４
月
２５
日
開
催
の
支
部
委

員
会
で
承
認
さ
れ
る
予
定
で
す
。



（3） 赤十字奉仕団とやま第３８号 令和 ５年 ３月１５日

マ
リ
エ
献
血
ル
ー
ム

マ
リ
エ
献
血
ル
ー
ム

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

活動推進奉仕団報告活動推進奉仕団報告

設
立
４０
周
年
を
迎
え
て

赤
十
字
奉
仕
団
を
知
っ
て
も
ら
お
う

滑
川
市
赤
十
字
奉
仕
団
　
　
　
　

委
員
長　

石　
原　
雅　
雄

　

初
代
委
員
長
、
水
木
田
鶴
子
様
の
尽
力
に
よ
り

２１
名
で
昭
和
５７
年
５
月
１
日
、
県
内
３７
番
目
の
地

域
奉
仕
団
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

結
成
当
初
、
寝
た
き
り
老
人
や
重
症
児
病
院
へ

の
お
見
舞
い
用
品
作
り
と
慰
問
か
ら
始
ま
り
、
炊

き
出
し
訓
練
、
献
血
呼
び
か
け
、
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
へ
花
鉢
や
靴
下
を
持
っ
て
全
市
内
の
訪
問
、

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
と
の
交
流
な
ど
の
活
動
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
時
の
流
れ
と
と
も
に
活
動
の

内
容
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
７０
名
の
団
員
と
な
り
ま
し
た
が
、

昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
活
動
の
や
ま
び
こ
訪
問

（
施
設
へ
訪
問
し
歌
や
踊
り
を
一
緒
に
楽
し
む
）、

施
設
で
の
夏
祭
り
へ
の
協
力
、
施
設
見
学
、
一
泊

研
修
な
ど
行
事
の
中
止
や
延
期
な
ど
淋
し
い
思
い

も
し
ま
し
た
。

　

活
動
が
大
き
く
制
約
さ
れ
る
中
、
８０
歳
以
上
在

宅
ひ
と
り
く
ら
し
高
齢
者
訪
問
や
献
血
呼
び
か

け
、
災
害
義
援
金
募
金
活
動
な
ど
を
絶
や
す
こ
と

な
く
行
う
こ
と
が
で
き
、
改
め
て
団
員
の
自
覚
と

結
束
が
図
ら
れ
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

募
金
活
動
の
準
備
を
し
て
い
た
時
の
こ
と
。
ひ

と
り
の
ご
婦
人
が
私
た
ち
の
そ
ば
に
立
っ
て
お
ら

れ
、
い
つ
始
め
る
の
と
の
問
い
か
け
に
急
い
で
準

備
を
終
え
ま
し
た
。
す
る
と
待
っ
て
い
た
か
の
よ

う
に
、
募
金
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に

う
れ
し
か
っ
た
で
す
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　

県
支
部
か
ら
活
動
推
進
奉
仕
団
の
指
定
を
受
け

て
赤
十
字
奉
仕
団
活
動
パ
ネ
ル
を
作
成
し
、
奉
仕

団
の
４０
周
年
記
念
式
典
会
場
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
、
市
内
中
学
校

で
の
文
化
祭
で
掲
示
し
、
活
動
の
一
コ
マ
で
も
理

解
し
て
い
た
だ
け
た
も
の
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
は
奉
仕
す
る
人
も
、
奉
仕
を
受
け
る
人
も
高

齢
化
し
て
い
る
中
、
赤
十
字
奉
仕
団
員
の
信
条
を

胸
に
健
康
で
明
る
く
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

富
山
駅
の
南
側
に
あ
る
商
業
ビ
ル
、
マ
リ
エ
と

や
ま
。
そ
の
６
階
に
あ
る
「
マ
リ
エ
献
血
ル
ー

ム
」
は
、
現
在
、
富
山
県
内
で
唯
一
成
分
献
血
が

出
来
る
施
設
で
す
。
こ
の
マ
リ
エ
献
血
ル
ー
ム
が

お
よ
そ
２
ヵ
月
間
の
改
修
工
事
を
終
え
、
１２
月
９

日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

献
血
ル
ー
ム
内
の
待
合
室
に
は
一
人
掛
け
ソ
フ

ァ
ー
や
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
が
新
た
に
設
け
ら
れ
、

採
血
室
は
ス
ペ
ー
ス
が
広
く
な
っ
て
ベ
ッ
ド
も
こ

れ
ま
で
よ
り
１
つ
増
え
て
１０
床
に
な
り
ま
し
た
。

　

白
を
基
調

と
し
、
生
ま

れ
変
わ
っ
た

マ
リ
エ
献
血

ル
ー
ム
。
ぜ

ひ
お
友
達
や

ご
家
族
の
方

に
も
ご
紹
介

い
た
だ
き
、

血
液
事
業
へ

の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た

し
ま
す
。

�

（
県
支
部
）



（4）赤十字奉仕団とやま令和 ５年 ３月１５日 第３８号

令
和
４
年
度

富
山
県
赤
十
字
奉
仕
団
研
修
会

　

今
年
度
の
赤
十
字
奉
仕
団
研
修
会
は
「
炊
き
出
し
」

を
テ
ー
マ
に
、
県
内
４
カ
所
で
開
催
し
ま
し
た
。
炊
き

出
し
を
テ
ー
マ
に
す
る
研
修
会
は
３
年
毎
に
開
催
し
て

お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
初
め
て
の
開
催
で
す
。

　

炊
き
出
し
は
、
マ
ス
ク
を
外
す
「
飲
食
」
と
直
結
す

る
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
そ
の
実
施
を
躊
躇
す
る
声
が

全
国
的
に
も
多
く
出
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
災
害

は
い
つ
来
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
実
施
が
見
合
わ
さ
れ

て
き
た
防
災
訓
練
も
、
コ
ロ
ナ
禍
３
年
目
と
な
る
当
年

度
は
開
催
の
方
向
で
各
所
が
検
討
し
て
い
る
よ
う
で
し

た
。
訓
練
本
番
の
前
に
復
習
を
。
そ
し
て
、
誰
も
が
安

心
安
全
な
炊

き
出
し
を
。

　

研
修
会
の

後
、
各
奉
仕

団
で
再
研
修

を
行
っ
た
と

の
情
報
が
多

く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
そ

の
報
告
も
併

せ
て
お
届
け

し
ま
す
。

　

終
わ
り
の
見
え
な
い
永
い
永
い
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
学

童
を
交
え
た
活
動
や
障
が
い
者
施
設
へ
の
慰
問
が
ま
ま

な
ら
な
い
状

況
が
何
年
も

続
い
て
い
ま

す
。
ど
こ
の

奉
仕
団
で
も

同
じ
だ
と
思

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
私

た
ち
立
山
町

奉
仕
団
で

は
、
こ
ん
な

時
期
に
こ
そ

役
員
が
し
っ

「
奉
仕
団
研
修
会
を
終
え
て
」

立
山
町
赤
十
字
奉
仕
団　
　
　

委
員
長
　
釈　
永　
静　
子

か
り
活
動
の
内
容
を
把
握
し
、
い
つ
、
ど
ん
な
時
で
も

す
ぐ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
勉
強
（
体
験
）
す
べ
き

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
行
っ
た
の
が
二
つ
の
研
修
で
す
。

　

一
つ
は
、
も
く
も
く
ホ
ー
ル
で
実
施
さ
れ
た
、
お
は

ぎ
作
り
の
再
体
験
で
す
。
参
加
し
た
ほ
と
ん
ど
の
団
員

が
初
め
て
の
体
験
だ
っ
た
の
で
、
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
実
際
に
炊
き
出
し
に
使
用
す
る
大
鍋

の
釜
の
組
み
立
て
と
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
か
ら
バ
ー
ナ
ー
へ

の
接
続
方
法
の
確
認
で
す
。
こ
れ
を
し
っ
か
り
身
体
で

覚
え
て
お
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。
県
支
部
の
倉
庫

で
体
験
実
施
し
ま
し
た
。
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
団
員
一
丸
と
な
っ
て
、
奉
仕
団
活
動

を
頑
張
り
、
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

□
研
修
会
の
内
容

・
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
を
使
っ
た
炊
き
出
し

　
（
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
用
炊
飯
、
お
は
ぎ
）

・
移
動
組
立
式
炊
飯
器
の
設
置
方
法

・
お
は
ぎ
成
形

・
日
本
赤
十
字
社
が
行
う
災
害
救
護
活
動
と
防
災
に
つ

い
て

開催日 場　所 参加者

富山地区
特殊 ５月２２日㈰ 日本赤十字社

富山県支部
１４団
４５人

高岡地区 ６月 ８日㈬ 高岡市里山
交流センター

８団
２７人

新川地区 ５月２５日㈬ 魚津もくもく
ホール

１１団
３０人

砺波地区 ６月 ２日㈭ チューリップ
四季彩館

１１団
２９人



（5） 赤十字奉仕団とやま第３８号 令和 ５年 ３月１５日

上
高
地
日
帰
り
旅
行
に
参
加
し
て

上
市
町
赤
十
字
奉
仕
団　
　
　

委
員
長
　
深　
川　
紀　
子

地
域
と
連
携
し
て

地
域
と
連
携
し
て

山
室
赤
十
字
奉
仕
団　
　
　
　

山
室
赤
十
字
奉
仕
団　
　
　
　

委
員
長
　

委
員
長
　
大　
野　
幸　
恵

大　
野　
幸　
恵

研
修
旅
行
記

　

楽
し
み
に
し
て
い
た
上
高
地
日
帰
り
旅
行
で
し
た

が
、
あ
い
に
く
の
雨
予
報
。
な
ん
と
か
晴
れ
て
ほ
し
い

と
念
じ
て
い
ま
し
た
が
、
上
高
地
に
到
着
し
て
も
怪
し

い
雲
行
き
。

　

一
方
、
旅
行
に
参
加
し
た
目
的
は
な
ん
と
い
っ
て
も

帝
国
ホ
テ
ル
で
の
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
の
昼
食
！
上
高
地

に
は
以
前
に
も
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ホ
テ

ル
で
の
食
事
が
一
番
の
魅
力
で
し
た
。

　

上
高
地
帝
国
ホ
テ
ル
は
、
赤
い
三
角
屋
根
と
丸
太
小

屋
風
の
外
観
だ
け
で
な
く
ホ
テ
ル
の
中
も
素
晴
ら
し

く
、
さ
す
が
帝
国
ホ
テ
ル
と
感
じ
ま
し
た
。
優
雅
な
雰

囲
気
の
中
で
美
味
し
く
食
事
が
で
き
と
て
も
満
ち
足
り

た
気
分
と
な
り
ま
し
た
。

　

芥
川
龍
之
介
は
河
童

橋
を
題
材
に
し
て
小
説

を
発
表
し
ま
し
た
が
、

自
由
散
策
で
そ
の
河
童

橋
を
渡
り
し
ば
ら
く
歩

き
、
天
候
が
良
け
れ
ば

も
っ
と
良
か
っ
た
の
に

と
思
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
日
常
が
一
変
し
て
し
ま
い
、
我
々
奉
仕

団
も
な
か
な
か
思
う
よ
う
な
活
動
が
出
来
て
い
な
い
の

が
実
情
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
令
和
３
年
７
月
に
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
『
一
夜
限
り
の
エ
ー
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
』
は
、

大
勢
が
集
う
従
来
の
夏
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
代
わ
る

も
の
で
し
た
。

　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
絵
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
用

鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
し
た
。
芯
は
団
員
の
息
子

さ
ん
の
仕
事
で
出
た
廃
材
で
す
。
１
ｍ
を
超
え
る
太
い

筒
は
、
地
域
の
不
二
越
工
業
高
校
の
生
徒
さ
ん
が
機
械

で
カ
ッ
ト
を
し
て
く
れ
、
ま
さ
に
地
域
の
色
々
な
人
が

連
携
し
て
成
立
、
成
功
さ
せ
た
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

　

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
一
夜
限

り
で
は
終
わ
れ
ま
せ
ん
。
２
度
目
と
な
っ
た
今
夏
は
、

４
、
０
０
０
の
キ
ャ
ン
ド
ル
を
ハ
ー
ト
の
形
に
並
べ
、

さ
ら
に
大
規
模
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
奉
仕
団
は
、

地
区
セ
ン
タ
ー
玄
関
で
山
室
育
ち
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ポ
プ

リ
を
販
売
し
、
売
上
の
全
額
を
社
資
と
し
て
納
入
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
色
々
な
気
付
き
が
あ
り
ま

し
た
。「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
が
世
の
常
と
は

い
え
、
そ
ん
な
時
こ
そ
心
は
密
を
求
め
て
い
る
の
で
は

…
」「
地
域
は
離
れ
て
い
て
も
、
繋
が
っ
て
い
な
く
て

は
い
け
な
い
の
で
は
…
」。
奉
仕
団
も
こ
の
イ
ベ
ン
ト

で
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
み
な
さ

ん
生
き
生
き
と
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。
私
に
と
っ

て
も
こ
の
ご
縁
は
、
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

紙
を
筒
形
の
芯
に

巻
き
つ
け
、
そ
れ

を
キ
ャ
ン
ド
ル
に

見
た
て
ま
す
。
キ

ャ
ン
ド
ル
の
中
に

は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト

を
入
れ
、
暗
幕
が

張
ら
れ
た
地
区
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

に
並
べ
て
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
。
人
数
の

制
限
を
し
な
が
ら

奉
仕
団
活
動
を
行
う
に
あ
た
り
、

地
域
と
の
連
携
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
今
回
は
ひ
と
つ
、
事
例
を
ご

紹
介
し
ま
す
。



（6）赤十字奉仕団とやま令和 ５年 ３月１５日 第３８号

《 我 が 団 の 紹 介 》《 我 が 団 の 紹 介 》

愛
五
赤
十
字
奉
仕
団（
富
山
市
）

委
員
長　

平　
岡　
香　
代

白
菊
赤
十
字
奉
仕
団（
富
山
市
）

委
員
長　

中　
村　
ひ
と
み

　

愛
五
赤
十
字
奉
仕
団
は
、
富
山
市
内
中
心
部
の

五
番
町
地
区
で
昭
和
５３
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
約
３０
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
と
し
て
は
、
赤
十
字
運
動
月
間
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
り
を
ピ
ア

ゴ
西
町
店
前
で
火
曜
特
売
日
に
合
わ
せ
て
行
い
、

た
く
さ
ん
の
方
に
受
け
取
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ひ
と
り
く
ら
し
高
齢
者
訪
問
で
は
玄

関
に
い
つ
も
綺
麗
に
お
庭
の
花
を
飾
っ
て
い
る
方

や
「
常
連
さ
ん
ば
か
り
だ
け
ど
ね
」
と
言
っ
て
ハ

サ
ミ
を
手
に
働
い
て
い
る
床
屋
さ
ん
な
ど
、
元
気

な
方
々
に
お
会
い
し
て
こ
ち
ら
も
元
気
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
地
域
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
参
加
し
て
炊
き
出
し
を
し
た
時
は
、
暑
い
中
、

火
を
焚
い
て
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
も
地
域
住
民

の
方
々
に
我
々
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
頑

張
り
ま
し
た
。
他
に
、
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
献

血
呼
び
か
け
の
お
手
伝
い
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け

あ
い
募
金
の
呼
び
か
け
が
、
主
な
活
動
で
す
。

　

団
員
減
少
が
今
一
番
の
悩
み
で
す
。
今
後
は
、

地
域
の
方
々
に
奉
仕
団
の
存
在
を
な
お
一
層
知
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
他
の
団
体
と
連
携
し
て
防
災

訓
練
や
講
習
会
な
ど
を
行
い
、
団
員
を
勧
誘
し
、

た
く
さ
ん
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

当
団
は
、
昭
和
５３
年
４
月
２２
日
名
誉
委
員
長
喜

多
野
花
枝
様
の
お
誘
い
に
よ
り
、
籠
登
美
初
代
委

員
長
の
も
と
県
内
で
２４
番
目
、
富
山
市
内
で
１０
番

目
の
奉
仕
団
と
し
て
結
成
し
ま
し
た
。
地
域
の
名

前
の
奉
仕
団
が
多
い
中
、
当
団
は
「
白
菊
」
の
名

前
で
あ
る
こ
と
を
不
思
議
に
思
い
先
輩
に
尋
ね
た

と
こ
ろ
、「
白
菊
の
よ
う
に
清
ら
か
な
心
で
奉
仕

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
」
と
の
思
い
で
決
め
ら
れ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

初
め
て
の
仕
事
は
、
柳
町
赤
十
字
奉
仕
団
の

方
々
の
ご
指
導
に
よ
り
交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト
リ

ボ
ン
人
形
作
り
で
し
た
。
あ
れ
か
ら
現
在
も
引
き

継
が
れ
て
い
る
活
動
は
、
ひ
と
り
く
ら
し
高
齢
者

訪
問
、
献
血
手
伝
い
、
非
常
炊
き
出
し
訓
練
、
国

内
外
に
お
け
る
災
害
義
援
金
等
の
募
集
、
社
資
の

募
集
、
交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト
作
り
、
富
山
赤
十

字
病
院
の
移
転
に
伴
っ
て
は
じ
め
た
病
院
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

　

現
在
の
団
員
数
は
３４
名
で
す
。
活
動
出
来
ま
す

団
員
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
団
員
を
増
や
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
思
う
よ
う
に
は
い

か
な
い
現
状
で
す
。

　

笑
顔
で
楽
し
く
活
動
が
出
来
た
ら
い
い
ね
！
そ

し
て
赤
十
字
の
団
員
信
条
を
胸
に
「
細
く
・
長

く
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を

継
続
し
、
奉
仕
の
輪
を
広
げ
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。



（7） 赤十字奉仕団とやま第３８号 令和 ５年 ３月１５日

表彰を受けられた方々おめでとうございました。今後益々のご活躍をご期待申し上げます。表彰を受けられた方々おめでとうございました。今後益々のご活躍をご期待申し上げます。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

　

日
赤
県
支
部
が
加
入
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
険
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
日
本
国
内
に
お
け
る
奉
仕

団
活
動
中
（
所
属
団
及
び
県
支
部
が
認
め
る
も
の

で
、
会
議
や
研
修
会
も
含
む
）
の
事
故
に
限
ら
れ

ま
す
。
不
慮
の
事
故
の
際
は
、
各
団
委
員
長
を
通

じ
、
市
町
村
の
日
赤
担
当
者
と
県
支
部
に
報
告
し

て
下
さ
い
。（
生
じ
た
事
由
に
よ
っ
て
は
、
保
険

金
を
お
支
払
い
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

■
他
者
へ
の
賠
償
金
…
…
支
払
限
度
額　

５
億
円

◆
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
主
な
場
合

⑴
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
由
に
よ
る
他
人

の
身
体
の
障
害
ま
た
は
財
物
の
損
壊

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
に
発
生
し
た
偶
然
な
事

由
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
に
伴
っ
て
提
供
し
た
財

物
に
起
因
す
る
偶
然
な
事
由

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
結
果
に
起
因
す
る
偶
然

な
事
由

⑵
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
伴
っ
て
占
有
、
使
用
ま

た
は
管
理
す
る
受
託
物
の
偶
然
な
事
由
に
よ
る

損
壊
、
紛
失
ま
た
は
窃
取
（
た
だ
し
、
受
託
物

に
つ
い
て
正
当
な
権
利
を
有
す
る
物
に
対
し
て

負
担
す
る
損
害
賠
償
責
任
に
限
り
ま
す
）

■
自
身
の
傷
害

　
　

…
死
亡
・
後
遺
障
害　

１
２
、
５
４
０
千
円

　
　

…
入
院
保
険
金
日
額　
　
　

６
、
３
０
０
円

　
　

…
通
院
保
険
金
日
額　
　
　

４
、
２
０
０
円

◆
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
主
な
場
合

⑴
死
亡
保
険
金

　

事
故
に
よ
る
ケ
ガ
の
た
め
、
事
故
の
発
生
の
日

か
ら
そ
の
日
を
含
め
て
１
８
０
日
以
内
に
死
亡
さ

れ
た
場
合

⑵
後
遺
障
害
保
険
金

　

事
故
に
よ
る
ケ
ガ
の
た
め
、
事
故
の
発
生
の
日

か
ら
そ
の
日
を
含
め
て
１
８
０
日
以
内
に
約
款
所

定
の
後
遺
障
害
が
発
生
し
た
場
合

⑶
入
院
保
険
金

　

事
故
に
よ
る
ケ
ガ
の
治
療
の
た
め
、
事
故
の
発

生
の
そ
の
日
か
ら
１
８
０
日
以
内
に
入
院
さ
れ
た

場
合

⑷
通
院
保
険
金

　

事
故
に
よ
る
ケ
ガ
の
治
療
の
た
め
、
事
故
の
発

生
の
そ
の
日
か
ら
１
８
０
日
以
内
に
通
院
（
往
診

を
含
む
）
さ
れ
た
場
合

業
務
功
労

⃝

富
山
県
知
事
表
彰
（
部
門
功
労
）

【
団
体
】

　

南
砺
市
平
赤
十
字
奉
仕
団

⃝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
富
山
県
民
会
議
会
長

表
彰

【
個
人
】

　

北
田　

祥
子
（
南
砺
市
上
平
赤
十
字
奉
仕
団
）

　

野
村　

絹
子
（
吉
久
睦
赤
十
字
奉
仕
団
）（
高
岡
市
）

【
団
体
】

　

窪
赤
十
字
奉
仕
団
（
氷
見
市
）

　

十
二
町
赤
十
字
奉
仕
団
（
氷
見
市
）

⃝

銀
色
有
功
章
（
継
続
１５
年
）

【
奉
仕
団
委
員
長
】

　

野
村　

絹
子
（
吉
久
睦
赤
十
字
奉
仕
団
）（
高
岡
市
）

　

森
越
美
智
子
（
十
二
町
赤
十
字
奉
仕
団
）（
氷
見
市
）

⃝

金
枠
感
謝
状
（
継
続
１０
年
）

【
奉
仕
団
委
員
長
】

　

吉
國　

姃
子
（
福
岡
町
赤
十
字
奉
仕
団
）（
高
岡
市
）

⃝

銀
枠
感
謝
状
（
継
続
５
年
）

【
奉
仕
団
委
員
長
】

　

岩
脇　

明
美
（
射
水
市
大
江
赤
十
字
奉
仕
団
）

　

任
海　

哲
朗
（
四
方
赤
十
字
奉
仕
団
）（
富
山
市
）

社
資
功
労

⃝

紺
綬
褒
章

　

樋
口
ち
づ
子
（
白
菊
赤
十
字
奉
仕
団
）（
富
山
市
）

⃝

日
本
赤
十
字
社
社
長
感
謝
状

　

小
西　

広
一
（
新
庄
北
赤
十
字
奉
仕
団
）（
富
山
市
）

⃝

銀
色
有
功
章

　

石
原　

雅
雄
（
滑
川
市
赤
十
字
奉
仕
団
）

　

深
川　

紀
子
（
上
市
町
赤
十
字
奉
仕
団
）

※
社
資
功
労
に
つ
き
ま
し
て
は
、
赤
十
字
奉
仕
団

員
並
び
に
奉
仕
団
斡
旋
の
受
章
者
の
う
ち
、
ご
承

諾
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
Ｒ
４
．
２
．
１
～
Ｒ
５
．
１
．
３１
）

�

（
敬
称
略
）（
五
十
音
順
）



（8）赤十字奉仕団とやま令和 ５年 ３月１５日 第３８号

　
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
制
限
さ

れ
、
は
や
３
年
が
経
ち
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
各
奉
仕
団
は
そ
れ

ぞ
れ
感
染
防
止
対
策
に
配
慮
し
な

が
ら
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
３
月
１３
日
か
ら
は

マ
ス
ク
着
用
が
個
人
の
判
断
に
な

る
な
ど
、
基
本
的
な
感
染
対
策
は

重
要
と
さ
れ
つ
つ
も
行
動
な
ど
の

制
限
が
緩
和
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
す

る
中
、
状
況
に
応
じ
て
更
な
る
充

実
を
図
り
、
奉
仕
団
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
の
「
奉
仕
団
と
や

ま
」
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
下
村
　
竹
苗
記
）

　
編
集
委
員

　
深
川
　
紀
子
　
　
山
田
　
順
子

　
山
口
　
康
司
　
　
中
村
ひ
と
み

　
竹
苗
　
典
子
　
　
平
岡
　
香
代

　
釈
永
　
静
子
　
　
大
野
　
幸
恵

令和 ４年度 富山県支部扱い義援金・救援金
※金額及び件数は１／３１〆

国内 平成３０年 ７ 月豪雨災害義援金� ２ 件　　　　６７０円
令和 ２年 ７月豪雨災害義援金� ８ 件　　１４７，０２８円
令和 ４年 ３月福島県沖地震災害義援金� １６件　　５４８，６２４円
令和 ４年 ７月大雨災害義援金� ６ 件　　１６８，８１６円
令和 ４年 ８月 ３日からの大雨災害義援金�１８件　１，４５６，５８５円
令和 ４年台風第１５号災害義援金� １５件　　４６０，０８７円

海外 ２０２２年パキスタン洪水救援金� ４ 件 　　３９，０４１円
２０２２年アフガニスタン地震救援金� ３ 件 　　３４，７８６円
ウクライナ人道危機救援金� １２０件 １０，１６０，６４６円
中東人道危機救援金� ２ 件 　　５９，８６７円
バングラデシュ南部避難民救援金� １ 件 　　１４，８９２円
アフガニスタン人道危機救援金� ２ 件　　 ７９，８６７円
令和 ４年度ＮＨＫ海外たすけあい救援金
� ５９３件　４，１５１，８１５円

合計　７９０件　１７，３２２，７２４円

（ ）奉仕団からの報告があった場合を除き、郵便振替を利用され日赤
本社や被災地支部に直接送金された分の件数・金額は、この記載
に含まれておりません

令
和
５
年
度
に
周
年
記
念
を
迎
え
る
奉
仕
団

４０
周
年

　

舟
橋
村
赤
十
字
奉
仕
団

�
（
昭
和
５８
年
６
月
１０
日
設
立
）

　

福
岡
町
赤
十
字
奉
仕
団

�

（
昭
和
５８
年
７
月
３
日
設
立
）

　

庄
川
町
赤
十
字
奉
仕
団

�

（
昭
和
５８
年
１１
月
１３
日
設
立
）

２０
周
年

　

十
二
町
赤
十
字
奉
仕
団

�

（
平
成
１５
年
１０
月
５
日
設
立
）

令
和
５
年
度
の
研
修
旅
行
ご
案
内

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
延
期
に
な
っ
て
お

り
ま
し
た
「
赤
十
字
発
祥
の
地
を
巡
る

九
州
の
旅
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

詳
細
な
日
程
・
募
集
は
、
各
団
委
員

長
に
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
実
施
予
定　

１０
月
（
２
泊
３
日
）

◇
募
集
人
数　

４５
名
程
度

◇
行
き
先　
　

九
州（
福
岡
、佐
賀
、熊
本
）

◇
内
容
（
飛
行
機
、
貸
切
バ
ス
利
用
）

　
　

太
宰
府
天
満
宮

　
　

佐
野
常
民
記
念
館

　
　

熊
本
城

　
　

田
原
坂
西
南
戦
争
記
念
館

　
　

黒
川
温
泉

Ｑ．「ＮＨＫ海外たすけあい」
集まった寄付は何に使われ
るの？

Ａ . 赤十字の海外支援活動に使
われます。
例えば、
　ウクライナ人道危機救援
　バングラデシュ避難民支援
　ルワンダ気候変動等の回復力強化
　アフリカ地域食料危機
� など
　また、 ２月に発生したトル
コ・シリア地震など緊急の資金
援助が必要な時には、「海外た
すけあい」や「赤十字活動資金
（社資）」が充てられ、その後、

それぞれの
海外救援金
が救援・復
興活動に使
われます。


